
（43）受付地域： 東京 

申請受付日：平成19年3月 

年齢：50歳代  性別：男性 

診療状況：平成19年3月、下行結腸癌が

原因と考えられる腸閉塞のため、横行結

腸双口式人工肛門創設術を施行。手術後

帰室するも循環動態不安定であり、術後

6時間で血圧70台まで低下。輸血等の加

療を行うが血圧安定せず。白血球数の低

下を認めたため、敗血症を疑われ血液製

剤投与等の治療を行うが改善認めず。術

後約9時間で心停止。蘇生術行うが翌日

死亡。 

 

（44）受付地域： 東京 

申請年月日：平成19年4月 

年齢：60歳代 性別：男性 

診療状況：仙骨癌転移による麻痺発症の

為、平成19年4月に手術を行った。手術

時大量出血があり、止血し閉創。術後 1

日目に下肢循環障害が発生し、クラッシ

ュ症候となり、大腿動脈バイバス術及び

透析を施行するが、改善せず、高カリウ

ム血症となり、心停止。術後2日目に死

亡した。 

 

（45）受付地域： 札幌 

申請年月日：平成19年4月 

年齢：60歳代 性別：男性 

診療状況：Ｃ型慢性肝炎で経過観察中、

原発性肝癌を指摘された。平成 19 年 4

月に肝右葉切除術施行。術中に下大静脈

より出血。止血困難で血圧低下、心停止

し、同日死亡。 

 

（46）受付地域： 茨城 

  申請年月日：平成19年4月 

  年齢：60歳代 性別：男性 

  診療状況：発熱にて病院を受診した。投

薬にて入所している授産施設に帰った。

昼食を通常量採取し、自室に戻ったこと

を職員が確認した。約40分後心肺停止状

態で発見された。 

 

（47）受付地域： 札幌 

  申請年月日：平成19年4月 

  年齢：60歳代 性別：女性 

  診療状況：平成19年3月頭痛出現。翌日

も頭痛が持続していた。４月に自宅で倒

れ救急車にて病院に搬送されるが心肺停

止。心拍は再開したが、深昏睡状態。CT

でクモ膜下出血を認めた。同月に死亡。 

（48）受付地域： 大阪 

  申請年月日：平成19年5月 

  年齢：40歳代 性別：女性 

  診療状況：右頬粘膜癌（初診平成18年９

月）で同年11月に手術施行（ｐＴ２Ｎ２

ｂ stageⅣＡ）。ｒＮ２Ｃに対し手術施

行（平成19年４月）以後順調に回復。平

成19年5月カニューレ抜去、同日帰室、 

  午後心肺停止を発見。人工呼吸、心臓マ

ッサージを施すも死亡。 

 

（49）受付地域：東京 

  申請年月日：平成19年6月 

  年齢：10歳代 性別：男性 

  診療状況：松果体部細胞腫に対して平成

19 年 1 月に開頭腫瘍摘出施行。その後、

化学療法、放射線照射を行った。腫瘍は

著名に縮小しており、近く退院の予定で

あった。6 月頭痛、嘔気を訴えていた。

安静臥床を指示し、改善されたが、自室

トイレ（個室）で心肺停止状態で発見さ

れ、救急措置を行ったが効果なく死亡。 

 

 

（50）受付地域：東京 

  申請年月日：19年7月 

  年齢：60歳代 性別：女性 

  診療状況：早期胃がんの診断で腹腔鏡補

助下手術にて胃切除を行った、予定術式

ではリンパ節郭清が不十分との判断で開

腹に切り替え手術を行った。術後3日目

から状態悪化し、術後5日目に敗血症の

全身状態の改善が出来ず、死亡した。 

 

 

（51）受付地域：東京 

  申請年月日：19年7月 

  年齢：60歳代 性別：男性 

  診療状況：進行性早期胃がんと診断され

胃切除施行。手術後イレウスを併発する

が回復。その後出血、腸管穿孔あり、コ

イルにて止血施行するも肝動脈閉塞にて

肝壊死および腹膜炎をおこし、死亡した。
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